
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アクシア通信高校部 １２・1月号 

広大附属前校 

 

前回、現在高校2年生が受ける2015年度センター試験の、新課程による数学と理科の変更点について説明しました。 

今回は、現在高校１年生から実施されている、新課程による英語、国語、社会の変更点について紹介します。 

 

日程表を個別に配布いたしますので、ご確認を 

よろしくお願いいたします。 

万が一、ご都合の合わないことがありましたら 

振り替えをいたしますので、ご連絡ください。 

 

英語は科目構成が大きく変化し、科目名も刷新されて  

います。高校までに学ぶ英語の語彙数は、旧課程の 2,200

語から 3,000語へと大幅に増えています。なお、英語の授

業は、英語で指導することが基本とすると定められたた

め、授業中は英文和訳など以外は教師と生徒が英語で   

コミュニケーションを取ることとなっています。 

地理歴史、公民については、科目名や単位数に変更は 

なく、大きな変化はありません。「世界史Ｂ」では、  

「日本の歴史との関連」や「資料の活用」が重視され、

「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」についても、やはり資料や地図

などの活用が重視されます。公民については、「現代  

社会」、「政治・経済」において、法的な思考力の養成が

重視されます。 

2016 年度のセンター試験に関しては、国語・地歴・  

公民・外国語ともそれほど大きな変化はないものと 

思われます。英語の試験範囲が変更になりますが、  

従来のセンター試験でも「読む」「書く」「聞く」「話す」

の 4 技能からバランスよく出題されており、2016 年度

のセンター試験でも大きな変更の可能性は少ない  

でしょう。  

「国語総合」が必履修になり、「話す」「聞く」「書く」「読む」

をバランスよく学習するようになりました。 

「現代文Ｂ」、「古典Ｂ」は、旧課程の「現代文」「古典」を

改めたもので、多くの学校では、「国語総合」の後にこの  

２科目を履修します。 

自習室を利用して、集中して学校の課題

などにコツコツと取り組みましょう!! 

 

今年もアクシア個別指導教室広大附属前校

にご通塾いただき、誠にありがとうござい 

ました。来年も生徒の皆さんが学習しやすい

環境作りを行い、全力でサポートをして参り

ます。今後とも変わらぬご高配を賜ります 

よう、よろしくお願い申し上げます。 


